
（別紙３）

～ 令和7年1月18日

（対象者数） 11 （回答者数） 8

～ 令和7年1月18日

（対象者数） 13 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・事故や苦情もなく対応できているため、今後も

利用者さんの安全重視で継続していく。

・不備等あればその都度ミーティングを行い、対

応する。

2

今後も安全安楽を意識しながら継続していく。

3

・ご家族のサポートに対応し、今後も継続してい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・定期的に物品の整理整頓をして、スペースを確

保する。

・必要に応じて折りたたみベッドを活用する。

2

・二酸化炭素濃度計を活用して定期的に換気を行

う。

・改めて感染対策についてミーティングを行い、

職員全体で意識を高める。

・感染の疑いのある方がいたらパーテーション等

を活用して仕切りを作り、他利用者と接触の機会

を減らす。

3

○事業所名 KOKO奏

○保護者評価実施期間
令和7年1月6日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

長期休み等で利用人数が多い日は、狭いと感じるこ

とがある。

・成長に伴って、バギーが必要になる利用者さんが

増えたり、バギーが大きくなったりしているため。

感染対策が難しい。 ・感染症予防に対しての意識レベルに個人差があ

る。

・利用人数が多い日は、スペースの狭さもあり感染

対策が不十分である。

入浴することができる。 ・エアコンを活用して、利用者さんが入浴中や入浴

後、寒くないように体調に配慮している。

・曜日を決めて利用者さんみんなが入れるように、

日程調整している。

児童と生活介護の多機能事業所である。 ・学校以外での交流の機会があり、年齢を問わず一

緒に活動することができる。

利用者さん１人１人に寄り添って対応している。 ・予定変更があった場合等、できる限りご家族の要

望に対応している。

事業所における自己評価総括表公表


